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佐 谷 有 吉 先 生 の 追 憶 談
大阪大学名誉教授 谷 村 忠 保
佐谷有吉先生は去 る32年9月23日御逝去になつたので,本 年は3周忌に当る.よつて去
る9月19日大阪国立病院で日本泌尿器科学会関西地方会が開かれ,それを先生の追憶会に
当てられた.当 日私は先生に最も長 く師事した者の1人 として先生に対する追憶談を述べ
た.そ の要旨を次に略記する.





蔵教授の許に副手を命ぜられ,直 ちに大学院に入学 された.そ の時土肥教授は先生に将来
泌尿器科を専攻するように指導されたが,先生の泌尿器科への精進は既にこの 時 に 初 ま
る.
在局2年半後,大 正3年8月 京都府立医学専門学校教諭兼同附属病院皮膚科部長 として
京都に赴任された.こ こでは専門の教授研究中,特 に淋疾の診断治療に力をそそがれ,こ
れを科外に講ぜられたが,こ れが後に 「淋疾 の診断及び治療」なる単行本として刊行 され
た.これは今は絶版になつているが,誠 に立派な書物で,私 もそれによつて大いに啓発さ
れる所があつた.
その後3年 半を経て欧米に留学されたが,当 時は丁度第1次 大戦の時で,先 ずアメリカ
に渡 り,バルチモーアに於て生理学教室に於 て尿管の生理について研究された.こ れが後
に 「尿管の実験的研究」なる学位論文 となつた.次 でジョンホップキンス大学のヤング教
授について泌尿器科を研究 され,し かもそこでは志願助手 として患者診療に従事し,また
教室員 と共に手術にも携さわつたとのことである,
その後欧洲に渡 り諸国を見学周遊 して大正8年6月 帰朝された.そ して京都 へ は帰 ら










桜根先生は,も と外科 出で大阪医学校教諭,同 附属病院外科医長をも勤められたが,皮
膚科転向後はあまり大手術には手を染められなかつた.然 るに佐谷先生は泌尿器科のあら
ゆる方面の診療,手 術に従事せられ,こ れによつて以前 の面目を一新した.
佐谷先生は大阪来任後 日夜教室の発展に尽され,教 室の隆昌は目ざましいもの で あつ
た。その手腕は広 く認められ,後 に大阪帝国大学医学部附属病院長,同 医学部長に選任さ
れ,ま た後に出来た同附属医学専門部長などの要職に就かれ,阪大のために大いに貢献さ
れた.そ の中でも特記すべきは大阪帝国大学創設(昭 和6年)に 尽力されたことである.
即ち当時の大阪医科大学楠本学長を助けて,正 に流産せんとする案を,先 生が縁故者をた
どつて百方奔走 し,明日より議会が休会になろうとする前夜半,こ の案が貴族院を通過 し
て大阪帝大が誕生 した.こ のため楠本先生はその後佐谷先生を公私共に庇護されたがさも
あることである.
桜根先生は辞職の前年大阪の一特志家か ら多額 の寄附金を受けられ,これによつて癩 の
研究を依嘱された.桜根先生はこれを佐谷先生に委ね られ,そ れによつて大阪皮膚病研究
所が設立された.そ して阪大病院の一角に研究所の建設に至 り,後にこれが阪大微研癩研
究治療部 となり,今 日益々癩の研究,治 療,特 に鼠癩 の研究が行われ,そ の名声は内外に
ひびき渡つている.また ここで本邦最初の癩 の専門雑誌(レ プラ)が発刊され,後 にそれ
が日本癩学会の機関誌 となり,今日益汝発展に至つている.
先生は昭和21年3月定年退職 され大阪国立病院長に就任されたが,こ こでも名院長 とし
して院の内外に聞え高 く,本邦国立病院の先端を行 く模範病院に建て上げられた.
昭和22年4月先生主宰のもとに第14回日本医学会が開催 された.会頭は楠本先生で,先
生は副会頭であつたがその前,会 頭が逝去 されたので先生によつて開かれ,し かも戦後非
常に困難なる時期に於て,また周囲より開催の荷早なる声の盛なる中をおし切つて断然決












先生は大阪に於ては随分酒を嗜まれたが,い くら飲んでも決 して正体を崩すことはな く,
またその直後から随分激務をも遂行 された.
先生は清濁併せ呑む という大人で・難事に当つてもよく耐え,如何なることに遭遇 して
も適当に処置された・常に人の上に立ち・大 ぎく叩けば大きく響き,小 さく打てぱ小 さく
鳴る人物であつた.
